








研究目的

小児期のてんかんは人口の約 0.8%にみられ,そのうちの約 10%は発作抑制の困難な難治例

である。てんかん患者の大多数は通院治療を受けており,学齢期の難治てんかん患者の多

くは通学している。そこで,難治てんかんをもつ小児の日常生活における問題点を明らか

にし,その対策を立案する基礎資料を得たいと考えた。


